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ガバナー 大　髙　司　郎

日立ロータリークラブ
　鉱工業都市日立の象徴的な存在と
なった、日立鉱山（現JX金属）の
大煙突と日立製作所をはじめとする
工場群が画かれています。
　大煙突の建設は新田次郎の小説
「ある町の高い煙突」の中心テーマ
として取り上げられ、その存在が広
く知られるようになり、その高さは
1915年に使用が開始された高さ
511フィートの煙突であり完成当
時世界で最も高い煙突であり、煙害
問題の軽減に役立ちました。

高萩ロータリークラブ
　高萩市では石炭産業衰退のなか、
1963年KDD茨城宇宙通信実験所が開設
された。
　パラボラアンテナを通して、初の日米
間テレビ中継に成功。以後、国際通信に活
用され、新生高萩市のシンボルとなった。
　1970年クラブ創設後、世界に繋がる象
徴としてパラボラアンテナを週報で活用
し、創立間もなくバナーに図案化した。
　クラブ30周年以後、バナーに4つの星
を書き込み、リニューアルした。4つの星
は、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際
奉仕を示している。

日立港ロータリークラブ
　久慈浜海岸を見下ろす古房地公園
に高さ24.5メートルの日立灯台があ
り、茨城県唯一のデザイン灯台です。
　“We would like to be the very 
light house in this community.”
「私たちは、まさにこの地域の灯台の
ような存在でありたい」という思いが、
ここに表現されています。
　日立の美しい自然と、地域の規範
となるよう「灯台」をシンボルとし
たわが日立港RCの47年にわたる会
員全員の思いを載せています。

日立中央ロータリークラブ
　日立市は、東側の太平洋と西側の
多賀山地に挟まれ、南北に細長く可
住地が伸びている。当クラブ創立当
時、可住地の多くは、日立製作所およ
びその関連企業の工場や施設が占め
ていたため、工場のイメージを中央
に黄色で描いた。また、1993年に倒
壊した工業都市日立のシンボルの大
煙突、断崖と松の緑が調和し二ツ島
が映える小貝ケ浜緑地公園と海の玄
関口の日立港などを含む日立灯台の
建つ古房地公園をデザインした。

日立南ロータリークラブ
　きれいな茨城の海で知られる河原
子海岸の紺碧たたえる海の色とみど
りが豊かだった「烏帽子岩」を配し、
中央上部にはロータリーインターナ
ショナルのシンボルマークを太陽に
たとえて配置している。また、外枠の
赤色は燦燦輝く工都日立の名にふさ
わしい日章のフォームであり、これ
は同時に手に手つないでつくる友の
輪が赤心による一つの心によって作
り出されるものであるという祈念の
気持ちから描きだされたものです。

北茨城ロータリークラブ
　北茨城ロータリークラブのバナー
は北茨城市の「市の花」である石楠
花（シャクナゲ）を図柄に用いてい
ます。シャクナゲはツツジ科の常緑
の灌木で、花園神社周辺に咲くシャ
クナゲは、県の天然記念物に指定さ
れています。花は観賞用として広く
親しまれており、花言葉は「威厳」、
「荘厳」です。人の心に「憧れ」や「清
楚」を感じさせ、ロータリーアンの
品格を象徴しています。

日立北ロータリークラブ
　日立北ロータリークラブのバナー
は、太平洋とそこから昇る朝日、そ
してそれに映える桜をモチーフにし
たデザインになっています。
　日立の名前の由来になっている水
戸光圀公の「日の立ち上るところ領
内一」との言い伝えを見事に具象化
していますし、日立市の花であり日
本のさくら名所100選にも選ばれ
ている桜にまばゆい光が当たってい
る自慢のバナーです。元会員の名倉
剛次郎氏の作です。
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表紙写真　茨城県北の海、山。まちを訪ねて
　　伊師浜国民休養地・鵜の岬・白砂青松の海岸　
　太平洋に突き出た日立市十王町伊師、鵜の岬はウミウの飛来地。南下する秋、北に還る春、絶壁
の鳥屋（とや）で海鵜を生け捕り（左上）、全国の鵜飼い観光地に届けられる。宿泊率日本1の茨城
県立国民宿舎「鵜の岬」は、松や広葉樹林の中にあり、県北周遊観光の拠点。この地域は花園花貫
県立自然公園に含まれ、伊師浜国民休養地として整備され、グランドゴルフ場や「水蓮の池」（右上）
がある。昔から海岸に咲くイワトユリ（スカシユリの自生種）の再生も進められている。
　奈良時代に記された日本最古の地誌「常陸國風土記」に「浜に碁子あり珠玉の如し」とあるのは、
この海岸一帯のこと。伊師浜海岸から北の方を眺めると、高萩、北茨城へ、白砂青松の海岸が伸び
ている。（下）

題字揮毫　　高萩ロータリークラブ第３１代会長　鈴木啓志（雅号　鈴木　赫鳳）
　　　　　　日展会員　日展審査員（2023年度）
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■ ロータリアンの皆さま、
　　　　ローターアクターの皆さま

　７月からのガバナー公式訪問に先立ち、茨

城県高萩市安良川に鎮座する高萩八幡宮で、

国際ロータリー第2820地区「心願成就祈願」

が執り行われました。神社境内にある御神木

の安良川の爺スギは樹齢千年を超え、県内第

一の巨古木で、1924年（大正13年）に国の天

然記念物に指定されています。参拝には、大

河原地区幹事、石地区会計長、江尻DTTS実

行委員長をはじめ、高萩RCから今川会長、滝

幹事にご参列いただきました。神前では、ク

ラブと地区の発展とロータリー会員および

ローターアクト会員の皆さまのご活躍とご健

勝を祈願しました。

　ガバナー公式訪問の目的は、ＲＩ細則16.030.

に規定されていますが、ガバナー自身が地区

内各クラブの例会に公式訪問を行うことです。

その際には次の目的をもって訪問します。

　１．ロータリーの重要な問題に焦点を当て

関心を持たせる。

　２．弱体および問題のあるクラブに特別な

関心を払う。

　３．奉仕活動への参加に対するロータリア

ンの意欲をかきたてる。

　４．クラブの定款および細則が、組織規程

を遵守していることを確認する。

　　　規定審議会開催後は特にこれを行う。

　５．顕著な貢献をした地区内のロータリア

ンをガバナー自ら表彰する。

　このような目的で、７月と８月お盆を前に

17クラブの公式訪問を終えました。PETSの

時にお会いしましたが、クラブ会長の皆さま

とじっくりお会いでき、新会員の皆さまの入

会式に立ち会うことができました。どこのク

ラブでも大変な歓迎を受け、私のモチベーショ

ンも上がるばかりで楽しく訪問中です。

■ 感動

成果の確認と祝福：クラブの活動を聞き、そ

れを祝福できることはとても嬉しいことです。

特に、地域社会への貢献や会員の活躍を見聞

きできることは感動的です。

感謝の言葉と交流：訪問中に受ける感謝の言

葉や、クラブ会員との温かい交流は、ガバナー

としての役割を実感し、喜びを感じる瞬間です。

多様な活動に触れる：各クラブの多様な活動

を見ることで、ロータリーの広範な影響力を

実感できます。地域ごとの特色や独自の活動

を見ることは興味深く、多くの学びがあります。

クラブの結束力を見る：クラブが一丸となっ

て活動している姿を見ることは、ガバナーと

して大きな喜びです。団結力や協力の精神が

感じられる場面は、ガバナーとしての使命を

再確認させます。

新しい友人と絆：訪問を通じて新しい友人や

深い絆が生まれることは、ガバナーとして最

も価値ある喜びの一つです。これらの絆は、

今後の活動にも大きな影響を与えます。

インスピレーションとモチベーション：クラ

ブの情熱や献身的な活動を見ることで、私自

身も大きなインスピレーションとモチベー

ションを得ることができます。これが、さら

にロータリー活動を進める原動力となります。

■ 期待

クラブの成長と発展：各クラブの現状と今後

の発展が楽しみです。会員の増加、新しい奉

仕プロジェクトの開始、地域社会への影響な

どを見ることで、その成長を感じることがで

きます。

活発な議論とアイデア交換：クラブ協議会で

は各委員長との活発な議論やアイデア交換が

できます。これにより、新しい視点や創造的

な解決策を見つけることができます。

ロータリー精神の再確認：公式訪問では、ロー

タリーの理念や目標を再確認し、クラブ全体

に共有する機会です。この過程で、ロータリー

精神が強化されることが期待されます。

課題の発見と解決：クラブが直面している課

題を直接聞き取り、解決策を一緒に考えるこ

とが期待されます。ガバナーとしてクラブを

効果的にサポートすることが期待されます。

ネットワークの強化：小規模クラブ間のネッ

トワークを強化し、共同プロジェクトや連携

の機会を増やすことが期待されます。これに

より、クラブを超えた協力が可能になります。

　ガバナー公式訪問は、期待と喜びが交錯す

る貴重な機会であり、クラブと地区の未来を

築くための重要なステップとなります。引き

続きよろしくお願いいたします。
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新しい友人と絆：訪問を通じて新しい友人や

深い絆が生まれることは、ガバナーとして最
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インスピレーションとモチベーション：クラ

ブの情熱や献身的な活動を見ることで、私自

身も大きなインスピレーションとモチベー

ションを得ることができます。これが、さら
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は各委員長との活発な議論やアイデア交換が

できます。これにより、新しい視点や創造的

な解決策を見つけることができます。

ロータリー精神の再確認：公式訪問では、ロー

タリーの理念や目標を再確認し、クラブ全体

に共有する機会です。この過程で、ロータリー

精神が強化されることが期待されます。

課題の発見と解決：クラブが直面している課

題を直接聞き取り、解決策を一緒に考えるこ

とが期待されます。ガバナーとしてクラブを
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築くための重要なステップとなります。引き

続きよろしくお願いいたします。

2 3

第2820地区
Rotary International District 2820Rotary International District 2820

クラブ協議会左から、石君平会計長、大河原浩地区幹事、
大髙司郎ガバナー、今川隆高萩RC会長、
滝宗徳高萩RC幹事、江尻寛DTTS実行委員長



　基本的教育と識字率向上は、貧困問題や保健

上の課題に取り組むためには必要であり、地域

社会の発展を導き、争いのない世界を実現する

には欠かすことのできない要素です。

　ロータリーでは、国連ミレニアム開発目標

（MDGs）をサポートする形でこれまでも「基

本的教育と識字率向上」の重点分野に該当する

数多くのプロジェクトが実施されてきました。

　「MDGs報告2015」の報告によれば、初等教

育就学率は2000年の83％から91％に改善され

たとあります。しかしながら、開発途上国と言

われる国々では、いまなお、5人に1人の子ど

もが学校に通えないままで、2021年時点で6～

17歳の学校に通っていない子どもたちは2億

4,400万人いるとされています（後発開発途上

国の初等教育における非就学児（2013-2022）

は男児15%、女児19％。ユニセフ『世界子供白

書2023』より）。

　ここであらためて基本的教育と識字率向上が

強く求められる理由を振り返ってみましょう。

　日本では、義務教育があるため初等教育純就

学率は男女ともに100%です。教育が受けられない

国では、人々の生活に様 な々影響があります。

■読み書き、計算ができない

　読み書きができないと、文章や本を読むこと

ができず、生活に必要な情報や知識を得ること

ができません。注意書や警告文があっても、読

むことができないので、危険にさらされること

があります。また、計算ができないことで、金

銭的な管理も行えず騙されてしまうことも考え

られます。

■安定した仕事が得られない

　教育を受けられていないことで、安定した仕

事につくために必要な技術の習得や、人とのコ

ミュニケーション能力を身につけることができ

ません。また、「説明書や資料が読めない」「報

告書を提出できない」となれば、企業も単純労

働以外の仕事は任せられず、不安定な仕事での

雇用ばかりが増えてしまい、貧困から抜け出せ

なくなります。

■社会から取り残される

　読み書きができなければ、選挙投票もできま

せんし、公的なサービスを受けるための書類を

そろえることもできません。国がサービスを提

供しても、それを享受することができなければ、

人々の生活は豊かになりません。

　では、なぜ今なお大勢の子どもたちが教育を

受けられない、能力を正しく身に着けられない

のでしょうか。その原因は大きく3つあると言

われています。

１．学ぶための環境が整っていない

　そもそも子どもたちが教育を受ける環境が

整っていない、という原因があります。具体

的には、次のようなことが挙げられます。

　　➢　学校が近くにない

　　➢　先生の数が少ない

　　➢　先生の質が低い

　そもそも学校の数が少なく、家から遠すぎ

るため通うことが難しい場合や、また通学路

や街灯などが整備されておらず、子どもが1

人で通学するには危険といったケースがあり

ます。特に、先生の質は重要ですが、僻地で

は先生の数が足りていないため、十分な教育

指導訓練を受けていない大人が、先生になっ

ていることがあります。

２．家庭の都合で通えない

　学校に通い始めても、遠くにある井戸への

水汲みなど家計を助けるために働かなくては

いけない、弟妹の世話をしなければならない

という理由で最終学年まで通えていない子ど

もも大勢います。また、親自身が教育を受け

ていない場合、教育への理解・関心が低く、

学校に行かせてくれないという場合もありま

す。

３．戦争や紛争で学校に行けない

　戦争や紛争で、学校に通えなくなってしま

うケースが、問題視されています。例えば、

南スーダンでは内戦で難民となってしまった

ことで、十分な教育を受けられていない子ど

もたちが大勢います。また子どもを兵士とし

て駆り出し戦闘に参加させる「子ども兵士」

問題も大きく影響しています。2022年2月以

降、急速に状況が悪化したウクライナでは、

多くの子どもたちが家を失い、より安全な場

所に避難しなければなりませんでした。「子

どもの保護」や「教育」などの緊急支援を必

要とする子どもたちが少なくとも330万人い

ると推計されています。

　教育問題に対し短期的な支援ではなく、質を

重視した取組みが必要だと思います。開発途上

国の子どもたち、難民の子どもたちのより良い

未来をつくるのに教育は欠かせません。彼らに

とっての自分の人生を歩んでもらうために、

我々ロータリアンも支援を継続させていかねば

なりませんね。

00 3

第2820地区
Rotary International District 2820Rotary International District 2820

基本的教育と識字率向上月間に寄せて

（土浦RC）
　平　島　隆　之

　　　　　
国際奉仕委員会　総括委員長

特別月間
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なりませんね。
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表紙を見てください
　「ロータリーの友」2024年7月号の表紙は、迫
力あるステファニー・アーチックＲＩ会長の写
真で、強烈です。
　少し眺めていると、背景のスタジアム観客席
が、「ここはどこ？」と気になります。そこで、
次頁を開くと、ＲＩ会長が熱狂的なスポーツファ
ンで、アメリカンフットボールや野球に明るい
方であることがわかり、とても親しみを覚えま
す。まず表紙から、何か気づいたら、ありがた
いです。

縦組み　俳壇、歌壇。柳壇
　第2820地区の会員として、私がいつも楽しみ
なのは、『友』のロータリー歌壇です。

「コタツには残した蕎麦とミカンの皮
　母と二人で過ごす大晦日」

　　　　清水朋彦（日立RC）24年４月号
「本年も連れ立ってくる鵯は
　黒鉄もちの実が熟す時」

　　　　藤居彰一（日立RC）23年１月号
「妻の淹れしコーヒーの香りに寛いで
　新聞広ぐる　休日の朝」

　　　　鈴木一良（日立RC）22年６月号

　身近な方の身近な生活の歌に元気をもらい、
感動と共に、「ロータリーの友」に協力してくだ
さることを頼もしく思っています。
　その一方、素晴らしい歌に感動しながら、ど
うして居られるかしら、ご高齢かな、病気かな
と気になる時もありました。

「妻逝きて一周忌終えし句会あり
　米寿の月一人見る句をつくる」　

　　　　矢吹和夫（友部RC）21年１月号
「くちなしの花の香りに誘われて
　一年ぶりに歩く裏庭」

　　　小山幸子（古河東RC）23年10月号

　毎月号で、いつもこのような素晴らしい歌を
読ませていただく度に、当地区の温かい風情と
雰囲気を感じ、感謝しているところです。
　改めて、「ロータリーの友」に寄稿していただ
く会員の方、特に入選作がなくとも寄稿を続け
てくれる皆様に、『友』月間に当たり、心から感

謝と御礼を申し上げます。
　実は、23年2月号を見てましたら、「友愛の広
場」に、水戸ロータリークラブの21-22年度
SAAの　牧　厚志さんが、
　「会員の俳句・短歌・川柳で盛り上がる例会」
を発表しておりました。あの大変な、コロナ禍
の時節、8か月もの間、楽しそうな例会プログ
ラムを継続して実行できたという記事です。歴
史があり長い伝統の水戸ロータリークラブは、
ふところが広いと大変驚き、感動した次第です。
　このように、「ロータリーの友」は、意外な発
見もあります。

世界を知るツール
　手元の7月号で、PICK OUT PROJECT（プ
ロジェクト特集）(44頁)の記事、「スリランカで
水と衛生を支援ローターアクター、ロータリア
ン共に成長」です。
　岡山西RCと岡山理科大学RACの協力の話。
今年の課題にふさわしいと読み始めると、大変
興味深く、その時、前に読んだ記事を思い出し
て探してみました。23年12月号
「この人訪ねて　アーネスト・ララカ・シルバー
さん　浜松南ロータリークラブ」
という記事。スリランカ出身の方で、浜松南RC
の会長さんとしての活躍、グローバル補助金活
用の話題です。スリランカは東北地方くらいの
島国ですが、500年にもわたって、国際外交に
翻弄されてきた島国で、日本国民が、もっと関
心を持つべき国です。
　『友』を読んで、興味ある所を発見し、日本全国、
そして、全世界に興味の輪を広げていきたいで
す。なお、すぐ資源ごみとせず、数年分保存を
お願いしたいです。
　さて、どのように話題に載せていくか。積極
的に取り組まれるクラブは、『友』読後会、炉辺
会議など、国際ロータリーが以前から提唱して
いた、インフォーマルミーティング（Informal 
Meeting）で頑張っていただいておりますが、
忙しい時節柄、とりあえず、『友』担当の委員の
方に、『友』の内容紹介をやっていただけたらと、
お願い申し上げます。
　『友』を読むことは、難しい読書ではなく、世
界中のロータリアンと、握手することなのだと
思うと、気楽に取り組めます。

（高萩RC）
小　森　勇　一

ロータリーの友　地区代表委員

ロータリーの友月間にちなんで
　『友』を読んで全国・世界とつながりを
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我々ロータリアンも支援を継続させていかねば

なりませんね。
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表紙を見てください
　「ロータリーの友」2024年7月号の表紙は、迫
力あるステファニー・アーチックＲＩ会長の写
真で、強烈です。
　少し眺めていると、背景のスタジアム観客席
が、「ここはどこ？」と気になります。そこで、
次頁を開くと、ＲＩ会長が熱狂的なスポーツファ
ンで、アメリカンフットボールや野球に明るい
方であることがわかり、とても親しみを覚えま
す。まず表紙から、何か気づいたら、ありがた
いです。

縦組み　俳壇、歌壇。柳壇
　第2820地区の会員として、私がいつも楽しみ
なのは、『友』のロータリー歌壇です。

「コタツには残した蕎麦とミカンの皮
　母と二人で過ごす大晦日」

　　　　清水朋彦（日立RC）24年４月号
「本年も連れ立ってくる鵯は
　黒鉄もちの実が熟す時」

　　　　藤居彰一（日立RC）23年１月号
「妻の淹れしコーヒーの香りに寛いで
　新聞広ぐる　休日の朝」

　　　　鈴木一良（日立RC）22年６月号

　身近な方の身近な生活の歌に元気をもらい、
感動と共に、「ロータリーの友」に協力してくだ
さることを頼もしく思っています。
　その一方、素晴らしい歌に感動しながら、ど
うして居られるかしら、ご高齢かな、病気かな
と気になる時もありました。

「妻逝きて一周忌終えし句会あり
　米寿の月一人見る句をつくる」　

　　　　矢吹和夫（友部RC）21年１月号
「くちなしの花の香りに誘われて
　一年ぶりに歩く裏庭」

　　　小山幸子（古河東RC）23年10月号

　毎月号で、いつもこのような素晴らしい歌を
読ませていただく度に、当地区の温かい風情と
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　改めて、「ロータリーの友」に寄稿していただ
く会員の方、特に入選作がなくとも寄稿を続け
てくれる皆様に、『友』月間に当たり、心から感

謝と御礼を申し上げます。
　実は、23年2月号を見てましたら、「友愛の広
場」に、水戸ロータリークラブの21-22年度
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　「会員の俳句・短歌・川柳で盛り上がる例会」
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世界を知るツール
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水と衛生を支援ローターアクター、ロータリア
ン共に成長」です。
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いた、インフォーマルミーティング（Informal 
Meeting）で頑張っていただいておりますが、
忙しい時節柄、とりあえず、『友』担当の委員の
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（高萩RC）
小　森　勇　一

ロータリーの友　地区代表委員

ロータリーの友月間にちなんで
　『友』を読んで全国・世界とつながりを
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　６月23日、高萩市総合福祉センターにおいて、
国際ロータリー第2820地区「クラブ活性化セミ
ナー」が執り行われました。このセミナーは、昨
年まで「会員基盤向上セミナー」と呼んでおり
ましたが、大髙ガバナーの発案で「クラブ活性
化セミナー」に名称を変更して開催されました。
　会員増強・維持を目的とするセミナーで、まず、
吉岡隆久会員増強委員長より「地区会員増強・
維持について」の発表があり、続いて、井上誠
会員増強委員より「衛星クラブの設立について」
の具体的な方法について発表がありました。
　今年から実施が始まる「３－Year Targets三
か年計画」について、地区アクションプランチャ
ンピオンの髙橋賢吾パストガバナーから説明が
ありました。まだ、My ROTARYの入力画面も
３か年用に変わっていませんが、単年事に委員
会組織を組みなおし、一貫性のない会長方針に
従い事業を進めるのでなく、中長期的プランを
策定したもとに、各年度の会長も事業方針を決
め、それに従いクラブの委員会組織も持続性を
持たせたものに変えていく内容となりました。
　基調講演に、伝説のロータリアン、会長の時
に51人の純増を成し遂げた高崎ロータリークラ
ブの田中久夫氏をお招きし、「皆で“会員増強・

維持”を考えよう」と題しまして、ご講演をい
ただきました。わかり易い楽しいお話で、あっ
という間に70分の講演が終了いたしました。
　分科会では、会員が20名以下のクラブ、20名
～ 40名のクラブ、そして、40名以上のクラブに
分け、各クラブが抱える会員増強・維持の問題
を出し合い、解決策をディスカッションしてい
ただきました。ラーニング方式で参加者自らが
考え語る場は、大変好評を得て、もっと時間が
欲しかったとの意見も聞かれました。（80分間）
　グループ分けに配慮し、同じ分区は避けるな
ど参加者が忌憚ないご意見を話せる工夫も致し
ました。また、他のクラブの取り組みも参考に
なったとのご意見も聞かれました。
　事後アンケートでは、31件の回答を頂きまし
た。高萩開催で、場所の問題を指摘する方もい
らっしゃいましたが、概ね皆さん、今回の新し
い取り組みに、好意的に捉えてくれた方が多かっ
たです。
　最後のまとめの時間が短かったのが残念との
声がありました。今後、時間配分に配慮しより
よいセミナーにしていきたいと存じます。

　皆様、ご参加ありがとうございました。

セミナー報告「クラブ活性化セミナー」

（水戸西RC）
　星　野　幸　子

クラブ奉仕委員会　総括委員長

　大髙年度始まって最初の研究会は、クラブ奉
仕委員会主催の「クラブ奉仕研究会」から始ま
りました。７月６日　ホテルテラスザスクエア
日立を会場に、各クラブの会長、幹事、会長エ
レクトにお集まりいただきました。
　２週間前に「クラブ活性化セミナー」を開催
したばかりでしたが、このクラブ奉仕研究会で
は、クラブ戦略計画、公共イメージとICT推進
について、そして、衛星クラブの作り方につい
てなど、クラブ運営に欠かせない内容の発表と
なっております。

　大髙司郎ガバ
ナーからは、ご自
身が地区へ出向し
た際、長くクラブ
奉仕委員会に所属
し、地区内のクラ
ブをサポートする

重要性を実感されており、こうした研究会に参
加し学びそれをクラブに持ち帰り、クラブづく
りに活かすことの重要性をお話頂きました。そ
して何より、会長の明るさがクラブのリーダー
として必須だとのお話をされていらっしゃいま
した。
　基調講演では、お隣千葉県国際ロータリー第
2790地区パストガバナー、勝浦ロータリークラブ
の漆原摂子さんをお招きして「DEIとロータ
リー」と題して、アファーマティブアクションから
始まったDEIの考え方や逆差別としての捉え方
なども含め、クラブがDEIを取り入れ実践する難
しさや本来の目的、方法などをお話頂きました。
　何と言っても、入会７年目で会長となり、12
年で地区のガバナーになった漆原さんの卓越し
たリーダーシップの片鱗を垣間見ることのでき
る素晴らしい講演となりました。
　人見光一クラブサポート委員長の「３－Year 
Targetsについて」ジャパンポータルサイトの概
要を中心にお話頂きました。そして、事例研究で
は水戸西ロータリークラブの鯨岡会長エレクト
より「水戸西RCの三か年クラブ戦略計画」につい

て発表がありました。クラブ細則を変更する際の
苦労話なども話されていらっしゃいました。
　そして、「公共イメージとICT推進について」鈴
木茂美公共イメージ・ICT推進委員長より発表
がありました。ロータリーの公共イメージとは？
との問いかけに真摯に答える、そうした内容に
なっておりました。続いて、滝徳宗公共イメージ・
ICT推進委員より、「My ROTARYの登録代行」
についてお話がありました。一度行ってしまえば
済む登録です。大髙ガバナーの目標値、75％以上
の登録を目指し、登録率の低いところは、登録代
行を即利用していただきたく存じます。
　事例研究といたしまして、宮田憲一下館ロー
タリークラブ会長より「動画配信を使ったSNS
戦略」の発表がありました。テキストは読まな
い若者にロータリークラブの活動をしていただ
くには、戦略的にSNSを活用する必要がある。
特にインスタグラムのリール（ショート動画）
が効果的というお話がありました。CapCutなど
のアプリを使えばおしゃれな動画が簡単に作れ
ます。これからはPRや公共イメージ向上は動画
の時代に入っていくことを示唆する内容でした。
　そして、井上誠会員増強委員による「下妻RC
を例に衛星クラブの作り方」の説明があり、事
例研究として高萩ロータリークラブの衛星クラ
ブ「高萩渚衛星クラブ」の立ち上げについて、
大髙ガバナーのご子息も参加された旨、また、
つくばは地域の若者より衛星クラブを作る動き
が沸き上がり、現在４名の参加者の方は、一時
的に下妻さぬま湖畔衛星クラブでお預かりする
形となっている報告がありました。大野パスト
ガバナーも積極的に動いてくださっております。
　こうして、地区2000名会員回復を目指し、８％
の会員増強を達成するための一つの手段として
衛星クラブを作る意義を、より具体的に会長、
幹事、会長エレクトの皆様に実感していただけ
たことと存じます。
　これから、出前卓話に皆様のクラブにお邪魔さ
せていただきます。どうぞ、私たちと共に明るく
て楽しいクラブづくりをしてまいりましょう。

研究会報告「クラブ奉仕研究会」

（水戸西RC）
　星　野　幸　子

クラブ奉仕委員会　総括委員長

分科会の様子 発表の様子 田中久夫氏講演
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クラブ奉仕委員会　総括委員長

分科会の様子 発表の様子 田中久夫氏講演
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　2024年7月13日筑西ダイヤモンドホールにお

きまして、2024-2025年度ロータリー財団研究会

を開催しました。

　毎年地域のビッグネームを招待させていただ

いている本研究会ですが、本年度は国際ロータ

リー第一地域ロータリー財団コーディネーター

飯村愼一さまをお招きしました。当地区からは

大髙ガバナー、大野ラーニングファシリテー

ター、瀬戸ガバナーエレクト、藤木ガバナーノ

ミニー、各ロータリークラブ、ローターアクト

クラブのクラブ財団委員長に参加いただいての

開催となりました。

　本研究会の目的は大きく分けて３つあります。

　はじめは、ロータリー財団の最新情報を各ク

ラブの財団委員長に知っていただくことです。

次にロータリーにおいて、地区財団委員会が地

区内各クラブの奉仕活動をどのように支えてい

るのかをお知りいただくこと。最後に、各種寄

付がどのように有効活用されていて、寄付がい

かに重要かを再認識いただき、今後より一層寄

付にご協力いただくことです。

　これらの目的を達成するために次のようなプ

ログラムを実施しました。

　はじめに国際ロータリー第一地域ロータリー

財団コーディネーター飯村愼一様（2550地区）

よりロータリー財団の最新情報について基調講

演を頂戴しました。アーチック会長方針から始

まり、寄付の種類と方法、なぜ寄付をするのか、

法人寄付について、不当寄付勧誘防止法、未使

用DDFについてなど、多くの項目をわかりやす

く説明いただきました。大変ボリュームがある

内容ですので、当地区のホームページよりご覧

いただくことをおすすめいたします。

　つぎに我々地区財団委員会の各小委員会から、

地区内各クラブをどのように支援できるのかを

説明させていただきました。

　ポリオプラスについては大髙年度が特に力を

入れているポリオ根絶についての説明が主な内

容でした。今年度から新たにポリオプラスソサ

エティを各クラブ一名以上の登録お願いしてお

ります。毎年の寄付100ドル以上で、PPS認定

証と、バッジが贈呈されます。手続きも非常に

簡単ですので、多くの皆様にご登録をいただき

たくお願い申し上げます。

　地区補助金の申請状況については今年も全ク

ラブ申請をいただきました。それに加えて今年

度は初めてローターアクトクラブから申請を頂

いております。この申請がきっかけとなり、次

年度以降もローターアクトクラブから申請をい

ただけることを願います。また地区からはウク

ライナ戦争孤児（女児）のエンパワーメント（自

信回復）サマースクールの実施についての申請

がありました。研究会の前日にタイミングよく

TRFから補助金振込のお知らせを頂いており、

７月中には全クラブへ振込完了の予定です。

　グローバル補助金の申請状況については、地

区補助金と違い、いつでも申請を受け付けてお

ります。現在提出済みの事業が３つ、作成中が

３つあります。地区補助金と比較して規模の大

きな事業が対象となり、インターナショナルパー

トナーが必要です。グローバル補助金奨学生は

現在、オーストラリアンカトリック大学　佐藤ひ

かるさん。イギリス　サセックス大学　田原知佳

さん。オーストラリア　ビクトリア大学博士課程

１年　西村日向さん。イギリス　ロンドン　ゴー

ルドスミス大学　松村みなみさん。イギリス　

シェフィールド大学（承認待ち）松島百花さんの

５名（１人は承認待ち）に支給しています。応募

には厳しい条件がございます。詳細はロータリー

財団委員会までお問い合わせください。

　年次基金と恒久基金への寄付・ＰＨＳについ

ては年次寄付一人150ドル、ポリオプラス30ド

ル、ベネファクター各クラブ１名、ポール・ハ

リスソサエティ地区100名維持、ポリオプラス

ソサエティ各クラブ１名などの地区の目標を設

定しています。ロータリー財団は、世界で最も

効果的で管理の行き届いた慈善組織の一つとし

て、非営利団体の格付けを行うチャリティナビ

ゲーターから15年連続で最高の４つ星評価を受

けました。

　ロータリー財団の各委員は、財団月間期間中

に出前卓話の依頼いただいたクラブへお伺いし

出前卓話を行っています。出前卓話の内容は毎

年見直されており、今年度もより分かりやすく、

皆様によく伝わるよう作成中です。申し込みよ

ろしくお願い致します。

　ロータリー平和フェローシップとは包括的な

奨学金で、選ばれた学生は平和修士号の取得、

または専門開発能力修了証プログラムを通じた

準修士号の取得のいずれかを目指します。修士

号プログラムではキャリア開始時期にあるリー

ダーが対象、専門能力開発修了証プログラムで

は平和と開発分野でリーダーシップスキルを発

揮した経験がある人が対象となります。

　ロータリーカードはオリコカードとダイナー

スカードがあり、オリコカードは個人と法人、

ダイナースカードは個人とクラブ用が作れます。

カードの種類によって違いますが、利用額の

0.3％から0.5％をポリオ根絶活動資金に寄付され

ています。個人の買い物やクラブ例会費、親睦

会費などの支払いに使用いただきますと、ポリ

オ根絶の資金になります。

　そして瀬戸ガバナーエレクトより、ポリオの

常在国であるパキスタンでのポリオワクチン投

与活動報告を、実例を示しながらていねいに説

明頂きました。実際写真を見ながらの説明を聞

くと、我々の住む場所とはかけ離れた貧困社会

が広がっており、われわれロータリアンが着実

な活動を続けることの大切さを再認識させられ

ました。

　地区が行っているウクライナ女児のエンパ

ワーメントの事業報告を御覧いただき、地区内

会員の皆様の寄付がこのように役に立っている

ことをご理解いただきました。ここで説明した

内容は、すべて当地区のホームページよりご覧

いただけます。

　我々財団委員会一同、皆様のクラブを縁の下

から支えて参る所存ですので、年次寄付・ポリ

オなどの特定寄付・ウクライナへの人道支援に

対する寄付など、皆様の暖かいご支援をお願い

申し上げます。

　末筆ではございますが、地区内会員の皆様方

の益々のご多幸と皆様のクラブの発展を祈念し

地区財団研究会の報告とさせて頂きます。

研究会報告「ロータリー財団研究会」

（土浦RC）
菊　池　泰　正

ロータリー財団委員会　補助金委員長
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　危険な暑さとなった７月20日（土）、「2024-
2025年度 奉仕プロジェクトチーム研究会」を土
浦市のローブかすみがうらにて開催した。
　今回の研究会で初めて、ブレーンストーミン
グとKJ法を取り入れたグループラーニングを実
施させていただいた。
　国際奉仕委員会では、以下の４つのテーマに
ついて研究会に出席した各クラブの委員長さん
をグループ分けして全員参加していただいての
グループラーニングを実施した。

①各クラブでの国際奉仕活動に対する分析（こ
れまで・現在・これから）
②国際奉仕活動に取り組むことで得られるも
のは何でしょうか？
③国際奉仕活動に取り組むにあたって不足し
ているものは何でしょうか？

④本日のよぎ校長の講演を聴いて国際奉仕に
活かせるものは何でしょう？

　④については当日の基調講演（土浦一高 プラ
ニク・ヨゲンドラ校長：よぎ先生による「日本
の危機、どう乗り切るか？」）から得られた知見
を盛込んだテーマにした。
　委員会メンバーをファシリテーターとしてグ
ループラーニングを行う初の試みであったが、
想定していた以上に参加者からの積極的な意見
／提案があり、参加者それぞれが何らかの学び
を持ち帰っていただいたと実感している。好評
な意見も多かったと伝え聞くし、私がファシリ
テーターを担当したグループ参加者からも、こ
の新たな取組に好評であった。今後も少しずつ
ブラッシュアップして継続して行きたい。

研究会報告「奉仕プロジェクト研究会」

（土浦RC）
平　島　隆　之

国際奉仕委員会　総括委員長

　奉仕プロジェクトは、社会奉仕・職業奉仕・
国際奉仕の３委員会で構成されていますが、今
回の研究会は私の担当する社会奉仕委員会主体
で設営いたしました。ＲＩが推進するラーニング
形式で行う初めての奉仕ＰＪ研究会で、特段の
ノウハウや実績もない状態だったため、前月に
行われたクラブ奉仕研究会から情報を頂きつつ
手探りで進めてまいりました。
　昨今、ＲＩからの会員数・クラブ数やその他
諸々に関する目標数値が、日本の実情と相当の
乖離があるのは皆さんご存知のとおりと思いま

す。この乖離は、隆盛する新興国・大国と凋落
過程にある日本の差であり、一朝一夕に解決で
きる簡単な課題ではありません。しかし乍ら、
少しずつでも改善を望むのであれば、先ずはグ
ローバルな視点から、この日本の現状を正しく
認識することが必要です。そのため本研究会で
は、茨城県立土浦第一高等学校の現校長である
プラニク・ヨゲンドラ先生に「日本の危機、ど
う乗り切るか？」をテーマにご講演をいただき、
世界から見た日本の立ち位置、課題を、歯に衣
着せずに解説いただきました。その後10人程度

社会奉仕委員会　総括委員長

研究会報告「奉仕プロジェクト研究会」

（水戸RC）
安　　　圭　一

　７月20日に開催された「奉仕プロジェクト研
究会」では、ロータリークラブの基本である職
業奉仕について、話をさせていただきました。
　資料は、国際ロータリーが提供している、「職
業奉仕　パワーポイント」を使用しました。
　国際ロータリーのホームページ内を「職業奉
仕」というワードで検索してみると、職業奉仕
に関する様々な資料を見ることができます。見
るだけではなく、ファイルをダウンロードする
ことができます。参加された各クラブの職業奉
仕委員長の皆様には、是非、それらの資料を使っ
て、クラブ内で職業奉仕についてお話しいただ
きたいと思います。

　午後には、それぞれの担当委員会ごとにグルー
プに分かれ、ブレインストーミング形式で自由
に意見を出し合っていただきました。セミナー
を受講するだけでなく、参加者が能動的に参加
することで、これまでの研究会とは違った、熱
の入った有意義な時間となりました。
　職業奉仕について、ロータリアン同士で話し
合うことは、意外と少ないと感じています。今
回のような形式を取り入れることで、各奉仕活
動の内容や、ロータリークラブそのものへの理
解を深めることができると実感しました。ぜひ
各クラブでも取り入れてみてはいかがでしょう。

職業奉仕委員会　総括委員長

のグループに分かれ、ファシリテーターを中心
として各委員会で提示したテーマごとにディス
カッションを実施し、再度全員で集合してグルー
プごとに検討結果を発表いただきました。グルー
プディスカッションでは、各グループ活発な意
見交換が行われており、今までの一方通行の情
報提供から、多方向での情報交換が実施できた

と自負しています。
　本研究会が各クラブの委員会活動のお役に立
てることを祈念しております。開催に当たって、
的確なご指導を頂きました髙橋カウンセラー、
率先して開催準備を担当していただきました委
員会メンバーに感謝申し上げ、開催のご報告と
させていただきます。
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公式訪問 水戸ロータリークラブ

公式訪問 笠間ロータリークラブ

公式訪問 石岡ロータリークラブ

公式訪問 友部ロータリークラブ

会 長　櫻　場　誠　二
幹 事　佐　藤　平八郎

　7 月9 日（火）、最初に水戸ロータリークラブ
に大髙ガバナー、高原ガバナー補佐、大河原地
区幹事、石地区会計長、鈴木地区副幹事、齊藤
ガバナー補佐セクレタリー、関根ガバナー補佐
セクレタリーにガバナー公式訪問にお越しいた
だき、無事開催することができました。
　今年度は大髙ガバナーの意向で、クラブ懇談
会となり当クラブのマイロータリーの登録情報
から大髙ガバナーから丁寧なアドバイスを頂き
ました。目標の設定等で迷っていたところもあ
りましたが、解消
することが出来ま
した。例会におい
ては、90名を超え
る会員に出席頂き
今年度の大髙ガバ
ナーの地区の活動
方針を卓話いただ
きまして、広く地
区活動を周知する
ことが出来まし

た。例会終了後、出席会員とガバナーを囲んで
の写真撮影を行いました。その後、クラブ協議
会を開催し各委員会から事業計画と現在の問題
点などを大髙ガバナーにご指導いただきました。
大髙ガバナーからのアドバイスを励みに本年度
の委員会活動の糧としてまいります。大髙ガバ
ナーはじめ地区役員の皆様にはこれからはじま
る、ガバナー公式訪問が55クラブ無事に公式訪
問されることをご祈念申し上げます。

（幹事　佐藤平八郎）

会 長　永　田　康　弘
幹 事　大　枝　輝　生

　７月11日に、国際ロータリー第2820地区　大
髙司郎ガバナーをお迎えして公式訪問例会を執
り行いました。
　例会に先立ち懇談会を開催、当クラブ会
長より概要・現況の説明させて頂き、大髙
ガバナーよりロータリークラブ・セントラ
ルを開いて実際の笠間クラブの傾向、クラ
ブ目標に関して詳しくご指導を頂きました。
　また、例会では「クラブを強く、たくま
しく」をテーマに、ステファニーA．アーチッ
クＲＩ会長の「ロータリーマジック」とい
うＲＩテーマ及び大髙ガバナーの「BE 
THE INSPIRATION」というスローガンに
沿って映像を交えて卓話を頂き、2024-25年
度までのステップ、ロータリーの行動計画、
３ヵ年計画と地区の行動目標・数値目標に

関して詳しくメンバーに向けご教示頂き、今年
度の良きスタートとなる７月の第２例会として
いただきました。　　　　　（幹事　大枝　輝生）

会 長　山　本　　　進
幹 事　髙　橋　恒　士

　７月17日（水）、地区内で３番目となる大髙
ガバナー公式訪問が開催されました。当日は明
け方の雨も止み、蒸し暑く梅雨明け間近という
天気でした。大髙ガバナーほか皆さんとは石岡
市役所で待ち合わせをし、午前10時から谷島市
長への表敬訪問をしました。大髙ガバナーは、
名刺と共にロータリーの名刺サイズのカードを
渡しロータリーのＰＲをしたようですが、市長
はライオンズということで……。
　その後石岡プラザホテルにて、大髙ガバナー、
大河原地区幹事、石地区会計長、和田地区副幹事、
そして清野ガバナー補佐、塚崎セクレタリーを
お迎えし、当クラブは山本会長と潮田副会長、
そして私の９名で懇談会が行われました。内容
の中心は、ロータリークラブセントラルへの目
標入力等の説明をいただきました。
　例会での大髙ガバナー卓話は、ＲＩ会長の目標
等、また地区スローガンや目標についてお話し

いただきました。その後のクラブ協議会では各
委員会一つ一つ丁寧にお話いただき、大変勉強
になりました。
　今回の公式訪問を終えて、印象に残っている
のが「会員増強」「３ヵ年計画」「ロータリー賞（ク
ラブ優秀賞）」という言葉です。この目標に向け
て、会員一同、楽しみながら努力していきたい
と思います。　　　　　　　（幹事　髙橋　恒士）

会 長　菅　谷　和　徳
幹 事　根　本　　　玄

　新年度が始まり、まだ緊張感がある７月23日
（火）のガバナー公式訪問。大髙司郎ガバナー、
髙原裕第３分区ガバナー補佐、平野浩司地区副
幹事、田所和雄地区副幹事、田所久嗣ガバナー
補佐セクレタリー、篠田吉孝ガバナー補佐セク
リタリーをお迎えして、例会場である宍戸ヒル
ズカントリークラブにてガバナー公式訪問が開
催されました。
　まず11時より当クラブ会長、会長エレクト、
会長ノミニー、幹事とのクラブ懇談会が行われ、
当クラブの現状、今後のクラブ運営について色々
なアドバイスをいただきました。
　12時30分からは卓話の前に新入会員の入会式
を行い、ガバナーにロータリーバッチをつけて
いただきました。卓話の時間では、ガバナーか
ら今年度のステファニーA．アーチックＲＩ会長
の基本方針、大髙司郎ガバナーの地区方針を分
かりやすく説明いただきました。
　14時からのクラブ協議会では、菅谷会長の司

会のもと、各委員長から今年度のクラブの現況、
事業計画、事業への思いなどを報告し、ガバナー
より丁寧なご指導、アドバイスをいただきました。
　終始和やかな雰囲気でいろいろなお話をさせ
ていただき、大変有意義な一日を過ごすことが
できました。大髙ガバナーを始めとします役員
の皆様には、猛暑日の中、長時間にわたり丁寧
にご指導・ご教授いただきまして会員一同感謝
し、益々のご活躍を祈念し、公式訪問の報告と
させていただきます。
　ありがとうございました。（幹事　根本　　玄）
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ロータリー青少年指導者セミナー「RYLA」の開催

アクセスマップ

　RYLAに参加する皆様、ようこそ「大和（や
まと）の森高萩スカウトフィールド」へ、いらっ
しゃいました。この野営場は、日本ボーイスカ
ウト連盟が2017年に開設した、青少年育成の道
場です。高萩市の西部、阿武隈高地の南端に位
置する多賀山地の森の中です。
　JR高萩駅から約13㎞、高萩ICから11㎞、車
で約25分。国道461号の秋山十字路を通り、す
ぐ右側のセブン秋山店
を過ぎると、頭上に高
速道の花貫川橋、下は
浄水場です。ここを過
ぎると花貫渓谷の坂道を西に向かいます。すぐ
左に見えるのが小さな第3発電所、少し坂道を
行くと右手に導水管が見え、左下手に第1発電
所があります。急な坂道を上ると、すぐ花貫ダ

ムの堰堤です。このあたり
の標高が170m。ダムの水
面を見ながら道路の右手に
ある花貫ふるさと自然公園
によると、下の発電所への
導水路がみられる。モミジ
の林の名馬里（なめり）が

淵を過ぎると、少し開けた鳥曽根（とりぞね）
の集落です。
　ここで国道461号を左折、グリーンふるさと
ラインを30mほど走って、すぐに、米平中戸川
方面に右折します。間違えないで中戸川方面の
山道に進入してください。約5分林の道を進む

と、中戸川の集落です。右手に神社の森を見て、
少し行くと、10体ほどの石仏が鎮座し集落を歴
史が偲ばれます。ここからは見えませんが、す
ぐ西方に低登山で親しまれている、土岳599.7m
がそびえています。
　日本ボーイスカウト連盟はこの美しい森で日
本の青少年育成をスタートさせました。ここは
深山幽谷ではなく、海岸から近い高原状の山地。
地質時代に地盤の隆起とその反対に激しい浸食
作用で、V字谷が形成され、浸食残丘の土岳が
ある。複雑な地形で、暖帯の植物、寒帯系の植
物がまじりあい、植生が複雑多岐、自然の学校

です。
　中戸川谷に1620年
代村人が入植し、中
戸川村が誕生しまし
た。100年前には水
力発電所が開発され
ます。このような地
域に、新たにスカウ

トフィールドは開設され、この森から日本の青
少年の育成をスタートさせました。
　RYLAに集う皆様におかれては、首都圏にご
く近い、この森で、フィールドワークを重ね、
対話し共に学び、出会いの
喜びとともに地域の見方や
奉仕の理想に新たな展望が
実現するよう祈ります。

ようこそ　大和の森高萩スカウトフィールドへ

（高萩RC）
会　長　今　川　　　隆

高萩ロータリークラブ　予定時刻 ９月 21日（土） ９月 22日（日） 予定時刻

起　床 6：30

ラジオ体操
記念撮影

6：40

7：00

奉仕活動・自由散策
7：15

8：00 関係者集合　準備開始 8：00

8：30 受付開始　　荷物を指定場所に・着替え
朝　食

8：00

9：30 開講式 8：45

10：00 出会いのオリエンテーション 
レクチャー①　星野　幸子　先生 グループワーク② 

発表準備各グループにて

9：00

10：50

11：00
スポーツ鬼ごっこ

12：20 11：50

12：30
昼　食 昼　食

12：00

13：20 12：50

13：30
レクチャー②　渡部俊介先生 グループ発表

13：00

14：10 14：00

14：20
レクチャー③　土井隆義先生 審査 

感想・アンケート記入
14：10

15：50 14：40

16：00
グループディスカッション 閉講式および成績発表・表彰式

14：50

17：10 15：20

17：10 終了　　休憩　　移動 終了・解散 15：30

17：20
各グループでバーベキュー（夕食）

18：20

18：30
キャンプファイヤー

19：30

19：40 入浴：グループワーク①（各自で）
就寝準備21：30

22：00 消　灯

※消灯時間を遵守しましょう。 当日の進行具合でプログラムの開始・終了時刻は変更に
なります。予めご了承ください。

第 45回　RYLAセミナースケジュール（案）
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第2820地区
Rotary International District 2820Rotary International District 2820

2027-2028 年度地区ガバナー候補者推薦のお願い
（ガバナーノミニー・デジグネート）

　７月９日より大髙司郎ガバナーの公式訪問開始。９月号からその報告記事を掲載、早速報告文を
寄稿いただき感謝申し上げます。地区全体の会員の皆様に、各クラブの伝統や特長、風格をご賢察
いただき、また公式訪問の様子をイメージしていただければ、大きな成果と存じます。今年は紙面
を圧縮いたしましたが、早い機会に、クラブ間の相互理解に寄与できればと考えております。裏表
紙には、クラブのバナーを掲載しました。ガバナー事務所では、毎日、全クラブのバナーを見なが
ら執務しています。バナーは、クラブ旗と共にクラブのシンボル、また、名刺かもしれません。ご
愛読をお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月信編集委員会　小森勇一）

編
集
後
記

第2820地区

国際ロータリー第2820地区ガバナー事務所
〒317-0061　茨城県日立市平和町1-1-14
TEL：0294-59-3113  FAX：0294-59-3114
E-mail : 24-25@rid2820jp

〈9月〉
09月01日（日） RAC合同
09月03日（火） しもだて紫水RC
09月04日（水） 下館RC
09月05日（木） 取手RC
09月06日（金） 勝田RC
09月07日（土） 大洗RC
09月10日（火） 竜ヶ崎RC
09月11日（水） 結城RC
09月12日（木） 筑西きぬRC
09月17日（火） 日立RC
09月18日（水） 大子RC
09月19日（木） つくば学園RC
09月20日（金） 古河RC
09月24日（火） 日立南RC
09月25日（水） 水戸西RC
09月26日（木） 境RC
09月27日（金） 鹿島臨海RC
09月30日（月） 那珂湊RC
〈10月〉
10月02日（水） 水海道RC
10月03日（木） 水戸東RC
10月08日（火） 古河東RC
10月09日（水） つくばシティRC

10月10日（木） 土浦RC
10月16日（水） 古河中央RC
10月17日（木） 下妻RC
10月18日（金） 水戸南RC
10月22日（火） 土浦南RC
10月23日（水） 東海那珂RC
10月24日（木） 日立港RC
10月28日（月） 牛久RC
10月30日（水） 高萩RC

〈9月〉
09月15日（日） 第2回ガバナー補佐・総括委員

長合同会議（テラス ザ スクエ
ア日立）

〈10月〉
10月06日（日） 第30回記念地区親善野球大会

（東海村 阿漕ケ浦運動公園 野球
場）

10月27日（日） 世界ポリオデー 2820（笠間稲荷
神社）

◇ 9月・10月のガバナー公式訪問 ◇

◇ 9月・10月のスケジュール ◇

　このことにつきましては、2012年５月26日の指名委員会・ガバナー補佐合同会議及び2012年８

月18日の諮問委員会において、今後の第2820地区ガバナーノミニーの選出が、ガバナー及び輩出

クラブの負担軽減を含めスムーズに行われるよう、現行制度を以下のように改革する案が協議さ

れ採択されております。

　2027-2028年度ガバナー（ガバナーノミニー・デジグネート）については、協議事項３により、

第４ブロックより選出されることとなりますので、第４ブロック内クラブより推薦いただき、

2024年12月10日までに、ガバナー事務所にご連絡ください。

ガバナー指名委員長　中 村　澄 夫　

協議事項１．第2820地区の８つの分区を以下の５つのブロックにする。

 第１ブロック　　第１分区、第２分区

 第２ブロック　　第３分区

 第３ブロック　　第４分区、第５分区

 第４ブロック　　第６分区

 第５ブロック　　第７分区、第８分区

協議事項３．ガバナーノミニーの選出ブロック順は以下となる。

 2 0 2 6－20 2 7　 第３ブロック

 20 2 7－20 2 8　 第４ブロック

 20 2 8－20 2 9　 第２ブロック

 20 2 9－20 3 0　 第１ブロック

 20 3 0－20 3 1　 第５ブロック

インフォメーション
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クラブ名 会員数 登録人数 ％ クラブ名 会員数 登録人数 ％
日立 那珂湊
日立南 常陸太田
高萩 大子
北茨城 大洗
日立港 勝田
日立北 東海那珂
日立中央 ひたちなか
合計 合計

クラブ名 会員数 登録人数 ％ クラブ名 会員数 登録人数 ％
水戸 古河
笠間 境
水戸西 岩井
水戸南 古河東
友部 古河中央
水戸東 合計
水戸さくら
水戸好文 クラブ名 会員数 登録人数 ％
合計 石岡

土浦
クラブ名 会員数 登録人数 ％ 土浦南

下館 つくば学園
結城 石岡８７
真壁 土浦中央
下妻 つくばシティ
しもだて紫水 阿見
筑西きぬ つくばサンライズ
岩瀬 合計
合計

クラブ名 会員数 登録人数 ％
クラブ名 会員数

期首会員数 期首会員数

期首会員数 期首会員数

期首会員数

期首会員数

期首会員数
期首会員数 登録人数 ％ 鉾田

竜ヶ崎 鹿島臨海
水海道 玉造
取手 波崎
牛久 鹿島中央
守谷 合計
龍ケ崎中央
合計 茨城ロータリーE
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水戸さくらＲＣ
小圷　龍昭
■入 会 日

■職業分類

2024年3月4日

下妻ＲＣ
篠﨑　　崇
■入 会 日

■職業分類

2024年4月10日

取手ＲＣ
鈴木　裕美
■入 会 日

■職業分類

2024年5月1日

警備業 金融業 生命保険

しもだて紫水ＲＣ
生井　香織
■入 会 日

■職業分類

2024年5月2日

つくば学園ＲＣ
関野かづと
■入 会 日

■職業分類

2024年5月9日

古河ＲＣ
関　　克己
■入 会 日

■職業分類

2024年5月10日

社会保険労務士 エネルギーソリューション 銀行

牛久ＲＣ
鈴木　千尋
■入 会 日

■職業分類

2024年5月13日

水戸東ＲＣ
藤村　直人
■入 会 日

■職業分類

2024年5月16日

日立南ＲＣ
塙　　純二
■入 会 日

■職業分類

2024年5月21日

生命保険 飲食店 商業銀行

しもだて紫水ＲＣ
江面　朝行
■入 会 日

■職業分類

2024年5月21日

土浦南ＲＣ
竹中　　広
■入 会 日

■職業分類
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水戸東ＲＣ
小野瀬克己
■入 会 日

■職業分類

2024年5月23日

生命保険 外食産業 運送業

取手ＲＣ
結城　　繁
■入 会 日

■職業分類

2024年6月1日

下妻ＲＣ
桜井　裕一
■入 会 日

■職業分類

2024年6月2日

下妻ＲＣ
藤川　　聡
■入 会 日

■職業分類

2024年6月2日

食品加工 金属製品製造・加工 食品製造販売
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国際ロータリー第2820地区
2024－2025年度

ガバナー 大　髙　司　郎

日立ロータリークラブ
　鉱工業都市日立の象徴的な存在と
なった、日立鉱山（現JX金属）の
大煙突と日立製作所をはじめとする
工場群が画かれています。
　大煙突の建設は新田次郎の小説
「ある町の高い煙突」の中心テーマ
として取り上げられ、その存在が広
く知られるようになり、その高さは
1915年に使用が開始された高さ
511フィートの煙突であり完成当
時世界で最も高い煙突であり、煙害
問題の軽減に役立ちました。

高萩ロータリークラブ
　高萩市では石炭産業衰退のなか、
1963年KDD茨城宇宙通信実験所が開設
された。
　パラボラアンテナを通して、初の日米
間テレビ中継に成功。以後、国際通信に活
用され、新生高萩市のシンボルとなった。
　1970年クラブ創設後、世界に繋がる象
徴としてパラボラアンテナを週報で活用
し、創立間もなくバナーに図案化した。
　クラブ30周年以後、バナーに4つの星
を書き込み、リニューアルした。4つの星
は、クラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際
奉仕を示している。

日立港ロータリークラブ
　久慈浜海岸を見下ろす古房地公園
に高さ24.5メートルの日立灯台があ
り、茨城県唯一のデザイン灯台です。
　“We would like to be the very 
light house in this community.”
「私たちは、まさにこの地域の灯台の
ような存在でありたい」という思いが、
ここに表現されています。
　日立の美しい自然と、地域の規範
となるよう「灯台」をシンボルとし
たわが日立港RCの47年にわたる会
員全員の思いを載せています。

日立中央ロータリークラブ
　日立市は、東側の太平洋と西側の
多賀山地に挟まれ、南北に細長く可
住地が伸びている。当クラブ創立当
時、可住地の多くは、日立製作所およ
びその関連企業の工場や施設が占め
ていたため、工場のイメージを中央
に黄色で描いた。また、1993年に倒
壊した工業都市日立のシンボルの大
煙突、断崖と松の緑が調和し二ツ島
が映える小貝ケ浜緑地公園と海の玄
関口の日立港などを含む日立灯台の
建つ古房地公園をデザインした。

日立南ロータリークラブ
　きれいな茨城の海で知られる河原
子海岸の紺碧たたえる海の色とみど
りが豊かだった「烏帽子岩」を配し、
中央上部にはロータリーインターナ
ショナルのシンボルマークを太陽に
たとえて配置している。また、外枠の
赤色は燦燦輝く工都日立の名にふさ
わしい日章のフォームであり、これ
は同時に手に手つないでつくる友の
輪が赤心による一つの心によって作
り出されるものであるという祈念の
気持ちから描きだされたものです。

北茨城ロータリークラブ
　北茨城ロータリークラブのバナー
は北茨城市の「市の花」である石楠
花（シャクナゲ）を図柄に用いてい
ます。シャクナゲはツツジ科の常緑
の灌木で、花園神社周辺に咲くシャ
クナゲは、県の天然記念物に指定さ
れています。花は観賞用として広く
親しまれており、花言葉は「威厳」、
「荘厳」です。人の心に「憧れ」や「清
楚」を感じさせ、ロータリーアンの
品格を象徴しています。

日立北ロータリークラブ
　日立北ロータリークラブのバナー
は、太平洋とそこから昇る朝日、そ
してそれに映える桜をモチーフにし
たデザインになっています。
　日立の名前の由来になっている水
戸光圀公の「日の立ち上るところ領
内一」との言い伝えを見事に具象化
していますし、日立市の花であり日
本のさくら名所100選にも選ばれ
ている桜にまばゆい光が当たってい
る自慢のバナーです。元会員の名倉
剛次郎氏の作です。

第 1 分区第 1 分区

バナー紹介バナー紹介


